にあ こがれて いる 心 持 は、 ただ 詩 を 作る という ことに 

よってい くぶん 発表の 路を 得て いた。 そうして その 心 

持の ほかに 私 は 何も もっていなかった。 —— そのころ 

の 詩と いう もの は、 誰も 知る ように、 空想と 幼稚な 音 

楽と、 それから 微弱な 宗教 的 要素 (ないし は それに 類 

した 要素) の ほかに は、 因襲 的な 感情の あるば かりで 

あった。 自分で そのころ の 詩作 上の 態度 を 振 返って み 

て、 一 ついいたい ことがある。 それ は、 実感 を 詩に 歌 

はんさ 

うまでに は、 ずいぶん 煩瑣な 手続 を 要した という こと 

である。 たとえば、 ちょっとした 空地に 高さ 一 丈 ぐら 

いの 木が 立って いて、 それに 日が あたって いるの を 見 



ねばならぬ 性質の ものであった。 そうして ことに 私の 

あわ 

ように、 詩 を 作る という ことと それに 関聯した 憐れな 

プライドの ほかに は、 何の 技能 ももって いない 者に お 

いてい つそう 強く 享 けねば ならぬ ものであった。 



詩 を 書いて いた 時分に 対する 回想 は、 未練から 

あいしょう じちょう 

哀傷と なり、 哀傷から 自嘲と なった。 人の 詩 を 読む 

興味 もまった く 失われた。 眼 を 瞑った ような つもりで 

生活と いう ものの 中へ 深入りし ていく 気持 は、 時と し 

かゆ はれもの と 

てちょう ど 痒い 腫物 を 自分で メス を 執つ て 切開す るよ 

うな： K 感を St うこと もあった。 また 時として 登り かけ 



た 坂から、 腰に 緦を つけられて 後 ざまに 引き 下される 

ように も 思われた。 そうして、 一 っ処 にいて だんだん 

そこから 動かれなくなる ような 気がして くると、 私 は 

ほとんど 何の 理由な しに 自分で 自分の 境遇 そのものに 

非常な 力 を 出して 反抗 を 企てた。 その 反抗 はつねに 私 

もたら く に はこ だて 

に 不利な 結果 を齎 した。 郷里から 函 館へ、 函 館から 

さ っぽろ おた る くしろ 

札幌 へ、 札幌 から 小 樽へ、 小 樽から 釧路 へ- I 私 は そ 

ちと 

ういう 風に 食を需 めて 流れ歩いた。 いつしか 詩と 私と 

は 他人 同志の ようにな つていた。 たまたま 以前 私の 書 

いた 詩 を 読んだ という 人に 逢って 昔の 話 をされ ると、 

ほうとう 

かって いっしょに 放蕩 をした 友 だち に 昔の 女の 話 を さ 



姿 を 隠した 北海道 を 西から 東に 横断して、 着て みると、 

華氏 零下 一 一 H II 三十 度と いう 空気 も t たような 朝が 毎 

日 続いた。 氷った 天、 氷った 土。 一夜の 暴風 雪に 家々 

ふ さが さ ま 

の 軒の まったく 塞 つた 様 も 見た。 広く 寒い 港内に は 

どこから ともなく 流氷が 集って きて、 何日 も 何日 も、 

船 も 動かず 波 も 立たぬ 日が あった。 私 は 生れて 初めて 

酒 を 飲んだ。 

ついに、 あの 生活の 根 調の あからさまに 露出した 北 

方 植民地の 人情 は、 はなはだしく 私の 弱い 心 を 傷 づけ 

た。 

ぼ ろ 

四百 トン 足らずの 襤褸 船に 乗って、 私 は 釧路の 港 を 



判断 = 実行 = 責任と いう その 責任 を 回避す る 心から 判 

断 を ごまかして おく 状態で ある。 趣味と いう 語 は、 全 

人格の 感情的 傾向と いう 意味で なければ ならぬ の だが、 

おうおう にして、 その 判断 を ごまかした 状態の 事の よ 

うに 用いられ ている。 そういう 趣味なら ば、 すくなく 

はいせき 

とも 私に とって は 極力 排斥すべき 趣味で ある。 一事 は 

万事で ある。 「ああ 淋しい」 を 「あな 淋し」 といわねば 

満足され ぬ 心に は、 無用の 手続が あり、 回避が あり、 

ひきょう 

ごまかしが ある。 それら は 一 種の 卑怯で なければ なら 

ぬ。 「趣味の 相違 だからし かたがない」 と は 人の よく 

いうと ころで あるが、 それ は 「いったと てお 前に 解り 



そうにない からもう いわぬ」 と いう 意味で ないかぎ り、 

卑劣 極まった いい 方と いわねば ならぬ。 我々 は 今まで 

議論 以外 もしくは 以上の 事と して 取扱 われて いた 「趣 

味」 という ものに 対して、 もっと 厳粛な 態度 を もた ね 

ばなら ぬ。 

すこし 別な ことで は あるが、 先) J ろ 青山 学院 で 監督 

か 何 かしていた ある 外国 婦人が 死んだ。 その 婦人 は 三 

十 何年 間 日本に いて、 平安朝 文学に 関する 造詣 深く、 

平生 日本人に 対して は 自由に 雅語 を 駆使して 応対した 

という ことで ある。 しかし、 その 事 はけつ して その 婦 

人が よく 日本 を 了解して いたと いう 証拠に はならぬ 



むろん、 用語の 問題 は 詩の 革命の 全体で はない。 

そんなら 二 ) 将来の 詩 はどうい う もので なければ 

ならぬ か。 (二) 現在の 諸 詩人の 作に 私 は 満足す るか。 

(三) そもそも 詩人と は 何ぞ。 

便宜上 私 は、 まず 第三の 問題に ついていおうと 思う。 

最も 手 取 早くい えば 私 は 詩人と いう 特殊なる 人間の 存 

在 を 否定す る。 詩 を 書く 人 を 他の 人が 詩人と 呼ぶ の は 

さしつかえ 

差 支ない が、 その 当人が 自分 は 詩人で あると 思って 

だとう 

はいけ ない、 いけない といって は 妥当 を 欠く かもしれ 

だらく 

ない が、 そう 思う ことによって その 人の 書く 詩 は 堕落 

する …… 我々 に 不必要な ものになる。 詩人た る 資格 は 



くと も 私に は 不必要 だ」 という ことができる。 そうし 

て 将来の 詩人に は、 従来の 詩に 関する 知識ない し 詩論 

は 何の 用 を もな さない。 —— たとえば 詩 (抒情詩) は 

すべての 芸術 中 最も 純粋な ものである という。 ある 時 

期の 詩人 はそう いう 言 を もって 自分の 仕事 を 恥 かしく 

ない ものにしようと 努めた もの だ。 しかし 詩 はすべ て 

じょう リ ゆうす、， 

の 芸術 中 最も 純粋な もの だとい うこと は、 蒸溜 水 は 

水の 中で 最も 純粋な もの だとい うと 同じく、 性質の 説 

明に はなる かもしれ ぬが、 価値 必要の 有無の 標準に は 

ならない。 将来の 詩人 はけつ してそう いう こと をい う 

べきで ない。 同時に 詩お よび 詩人に 対する 理由な き 優 



待 を おのずから 峻拒すべき である。 いっさいの 文芸 

は、 他の いっさいの ものと 同じく、 我らに とって は あ 

る 意味に おいて 自己お よび 自己の 生活の 手段で あり方 

ぐうそう すう は い 

法で ある。 詩 を 尊貴な ものと する の は 一 種の 偶像崇拝 

である。 



詩 は いわゆる 詩であって はいけ ない。 人間の 感情 生 

活 (もっと 適当な 言葉 もあろう と 思う が) の 変化の 厳 

密 なる 報告、 正直なる 日記で なければ ならぬ。 した 

がって 断片的で なければ ならぬ。 —— まとまりが あつ 

て はならぬ。 (まとま りのある 詩すな わち 文芸 上の 哲 



学 は、 演鐸 的に は 小説と なり、 帰納的に は 戯曲と なる。 

詩と それらとの 関係 は、 日々 の 帳尻と 月末 もしくは 

年末 決算との 関係で ある。) そうして 詩人 は、 けっして 

牧師が 説教の 材料 を 集め、 淫売 婦が ある 種の 男 を 探す 

がごと くに、 何ら かの 成 心 を もってい てはいけ ない。 

粗雑ない い 方ながら、 以上で 私の いわんと すると こ 

ろ は ほぼ 解る ことと 思う。 —— いや、 も 一 ついい 残し 

た ことがある。 それ は、 我々 の 要求す る 詩 は、 現在の 

日本に 生活し、 現在の 日本語 を 用い、 現在の 日本 を 了 

解して いると ころの 日本人に よ つ て 歌われた 詩で なけ 



とともに、 その 知識の 上に ある 偶像 を斿ぇ 上げて、 現 

かんきゃく 

在の 日本 を 了解す る こと を 閑却 し つ つ あるよう な こ 

と はない か。 両足 を 地面に 着ける こと を 忘れて はいな 

ヽゝ o 

レ 力 

また 諸君 は、 詩 を 詩と して 新ら しい ものにしようと 

いう ことに 熱心なる あまり、 自己お よび 自己の 生活 を 

改善 するとい う 一大事 を 閑却して はいない か。 換言す 

はいせき だらく 

れば、 諸君の かって 排斥した ところの 詩人の 堕落 を ふ 

たたび 繰 返さん とし つ つ あるよう な こと はない か。 

諸君 は 諸君の 机上 を 飾って いる 美しい 詩集の 幾 冊 を 

焼き捨てて、 諸君の 企てた 新 運動の 初期の 心 持に 
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